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平成30年度

市政運営スタート！
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新
庄
看
護
師
養
成
所
の
開
設
に
向
け
て

　

３
月
は
別
れ
の
季
節
、４
月
は
出
会
い
の

季
節
で
す
。３
月
１
８
日
、北
辰
小
学
校
の

卒
業
式
に
出
席
し
、１
７
名
が
晴
れ
て
卒
業

し
ま
し
た
。同
窓
の
議
員
の
話
で
は
、昔
は

１
学
年
１
０
０
名
程
、全
校
生
徒
６
０
０
人

ぐ
ら
い
い
た
の
で
、体
育
館
が
満
杯
だ
っ
た
と

の
こ
と
。私
は
沼
田
小
学
校
旧
校
舎
最
後

の
卒
業
生
で
、当
時
グ
ラ
ン
ド
は
一
周
１
０
０

メ
ー
ト
ル
、全
校
生
徒
１
０
０
０
名
を
超
え
、

体
育
館
、グ
ラ
ン
ド
と
も
超
満
員
で
し
た
。

近
年
少
子
化
と
言
わ
れ
、ど
こ
で
も
児
童
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。１
年
間
の
出
生
数

を
見
ま
す
と
、新
庄
市
が
２
５
０
名
程
度
に

対
し
、周
辺
の
町
村
で
は
２
０
名
か
ら
４
０

名
程
度
の
状
況
で
、地
域
全
体
で
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、大
学
や
専
門
学

校
な
ど
へ
の
進
学
で
市
外
に
行
く
学
生
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。市
に
高
等
教
育

機
関
が
無
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
理
由
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
、市
外
へ
の

就
職
な
ど
の
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。進
学
や

就
職
に
よ
り
、地
元
を
一
度
離
れ
て
し
ま
う

と
中
々
地
元
に
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
状
況

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
こ
と
が
地
域
の
人
口
減

少
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
、コ
ア
学
園
の
介
護
福
祉
科
へ
の
入
学

生
が
増
え
て
い
ま
す
。介
護
福
祉
人
材
が
求

め
ら
れ
る
中
、卒
業
生
は
貴
重
な
存
在
で

全
員
希
望
を
叶
え
て
い
ま
す
。更
に
、平
成

３
３
年
４
月
１
日
開
校
を
目
指
し
て
、新

庄
看
護
師
養
成
所（
３
年
課
程
）の
開
設
準

備
を
し
て
い
ま
す
。地
元
の
若
者
の
選
択
肢

を
広
げ
、若
者
の
受
け
皿
を
用
意
す
る
こ
と

は
、地
域
全
体
に
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。平
成
３
５
年
度
に

は
、県
立
新
庄
病
院
が
開
院
予
定
で
も
あ

り
、是
非
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
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表紙の写真
　平成28年度まで行われていた競技性の高い「新庄
ロードレース大会」とレクリエーション性の高い「いもの
こマラソン」を統合して、誰もが気軽に参加できる新た
なスポーツイベント「新庄ハーフマラソン大会」へと生ま
れ変わりました。
　多くのランナーがスタートを切るように、平成30年度
も市民の声を反映したさまざまな事業がスタートします。
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平成30年度　事業スタート！
新たな年度が始まり、今年度も事業がスタートします。

市政運営の基本指針となる市の最上位計画である第4次新庄市振興計画「新庄市まちづくり総合計画」に掲げる
新庄市の将来像【自然と共生　暮らしに活力　心豊かに笑顔輝くまち　新庄】を実現できるよう、

重点プロジェクトを中心に、市民の皆さまとともに取り組みを進めていきます。



市
の
行
う
事
業
は
、市
政
運
営
の
基
本

指
針
と
な
る「
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
」に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
は
、将
来
像
と
し
て【
自
然
と
共

生　

暮
ら
し
に
活
力　

心
豊
か
に
笑
顔
輝

く
ま
ち　

新
庄
】を
掲
げ
、５
つ
の
基
本
目

標（
産
業
の
振
興
、健
康
と
福
祉
の
充
実
、

教
育
の
振
興
、社
会
教
育
基
盤
の
整
備
、環

境
の
保
全
）を
達
成
す
る
た
め
に
各
種
政

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
暮

ら
し
・
定
住
に
向
け
た
本
市
の
重
要
課
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、選
択
と
集

中
に
よ
り
、効
果
的
な
施
策
展
開
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。将
来
像
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、①
雇
用
・
交
流
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、②
安
全
・
安
心
充
実
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、③
子
育
て
・
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
３
つ
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位

置
づ
け
、重
点
的
、総
合
的
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
後
期
5
カ
年
基
本
計
画
の
中
間
年
度

　

自
然
と
共
生　

暮
ら
し
に
活
力　

心
豊
か
に
笑
顔
輝
く
ま
ち　

新
庄　

　

平
成
30
年
度
の
市
政

暮らし
定住

活力ある地域
元気・笑顔

安全・安心
快適な生活環境

自然と共生・循環型社会

豊かな心
文化・人づくり

雇用・交流拡大
プロジェクト

子育て・人づくり
プロジェクト

安全・安心充実
プロジェクト

市政運営の基本指針となる目指すべき将来像

基本目標

政策 政策政策 政策 政策

自然と共生　暮らしに活力　心豊かに笑顔輝くまち　新庄

社会教育基盤の整備

社会生活基盤が整い、
安全で快適なまち

健康と福祉の充実

みんな健康で、
笑顔あふれるまち

産業の振興

いきいきと働き、活力
とにぎわいのあるまち

環境の保全

自然と共生し、環境にや
さしいまち

教育の振興

ふれあい、学びあい、
心をつなぐまち

●
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、や

り
が
い
の
あ
る
農
林
業
を
確
立

す
る
。

●
多
様
な
連
携
を
強
化
し
、活
力
あ

る
商
工
業
を
確
立
す
る
。

●
地
域
資
源
を
磨
き
、魅
力
あ
る
観

光
産
業
を
確
立
す
る
。

●
夢
を
持
ち
、元
気
で
才
能
豊
か

な
、い
の
ち
輝
く
新
庄
っ
子
を
育

成
す
る
。

●
互
い
に
学
び
高
め
合
う
生
涯
学

習
の
推
進
と
豊
か
な
文
化
芸
術

の
振
興
を
図
る
。

●
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
夢
と
感
動

の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現

す
る
。

●
子
育
て
環
境
を
充
実
し
、子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
。

●
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
る
。

●
と
も
に
支
え
合
い
、安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
。

●
市
民
が
連
携
し
、防
災
・
防
犯
に
強
い

安
全
で
安
心
な
地
域
を
つ
く
る
。

●
冬
の
快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
。

●
安
全
安
心
で
住
み
や
す
い
生
活

環
境
基
盤
を
整
備
す
る
。

●
利
便
性
が
高
く
機
能
的
な
都
市

基
盤
を
整
備
す
る
。

●
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
。

●
良
好
な
生
活
環
境
と
資
源
循
環

型
社
会
の
形
成
を
図
る
。

●
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
努
め
る
。

「
暮
ら
し
、定
住
、未
来
創
造
」

実
現
の
た
め
の
総
合
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地域基盤力強化

人
学びあえるまち
- 教育力の向上 -

人
ふれあうまち
- 地域力の向上 -

人
行きかうまち
- 経済力の向上 -
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に
あ
た
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、取
組
の
見
直
し
も
含
め
た

点
検
を
行
い
、さ
ら
な
る
成
果
の
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
本
市
で
は
、「
経
済
力
」、「
地
域

力
」、「
教
育
力
」を
強
化
す
る
施
策
を
展
開

し
、こ
れ
ら
を
結
び
合
わ
せ
た「
地
域
基
盤

力
」の
向
上
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
、「
元
気
で
、人
に
優
し
く
、

希
望
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

「
人
行
き
か
う
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

て
、新
庄
の
誇
る
伝
統
文
化
の
魅
力
を
発

信
し
、人
と
人
と
の
交
流
や
他
の
地
域
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。ま
た
、地
域
の
経
済

活
動
を
高
め
る
た
め
、農
業
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
産
業
の
振
興
や
企
業
力
の
強

化
を
促
し
、市
民
の
所
得
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
、地
域
の「
経
済
力
」を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

「
人
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

て
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
し
て

い
く
た
め
に
、大
き
な
地
域
課
題
で
あ
る

雪
の
克
服
や
災
害
へ
の
備
え
の
確
保
、医

療
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
す
取
組
を

強
化
す
る
こ
と
で
、「
地
域
力
」を
高
め
て

い
き
ま
す
。

「
人
学
び
あ
え
る
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
て
は
、少
子
化
が
進
む
中
、子
ど
も
た

ち
に
新
庄
の
歴
史
や
文
化
、自
然
等
、地

域
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
学
習
活
動

を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
育
み
、未
来
の
新
庄
を
支
え
る
人
材
を

育
て
る
取
組
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と

で
、地
域
全
体
の「
教
育
力
」の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

計
画
や
目
標
実
現
の
た
め
に
、本
市
を

取
り
巻
く
情
勢
を
踏
ま
え
、地
域
の
活
力

を
支
え
る
土
台
と
な
る
産
業
を
振
興
し
、

雇
用
創
出
と
所
得
向
上
に
つ
な
げ
、暮
ら

し
と
定
住
の
基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

看
護
師
養
成
所
の
設
置
に
向
け
た
取
組

で
は
、中
心
と
な
る
教
員
の
確
保
や
建
設

予
定
地
等
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
１
月
か
ら
は
、看
護
教
育
の
専

門
家
や
地
域
の
医
療
福
祉
関
係
機
関
に
参

加
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
を
行
う「
看
護
師
養
成
所

開
設
準
備
委
員
会
」を
設
置
し
、開
設
に
向

け
た
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
き
ま
し

た
。将
来
像
実
現
の
た
め
に
も
、地
域
基
盤

力
向
上
に
寄
与
で
き
る
看
護
師
養
成
所
の

開
設
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、平
成
30
年
度
当
初

予
算
と
看
護
師
養
成
所
開
設
準
備
事
業
を

含
む
、重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
実

施
す
る
事
業
、ふ
る
さ
と
納
税（
ま
ち
づ
く

り
応
援
寄
附
金
）を
財
源
に
実
施
す
る
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

暮らし
定住

活力ある地域
元気・笑顔

安全・安心
快適な生活環境

自然と共生・循環型社会

豊かな心
文化・人づくり

雇用・交流拡大
プロジェクト

子育て・人づくり
プロジェクト

安全・安心充実
プロジェクト

市政運営の基本指針となる目指すべき将来像

基本目標

政策 政策政策 政策 政策

自然と共生　暮らしに活力　心豊かに笑顔輝くまち　新庄

社会教育基盤の整備

社会生活基盤が整い、
安全で快適なまち

健康と福祉の充実

みんな健康で、
笑顔あふれるまち

産業の振興

いきいきと働き、活力
とにぎわいのあるまち

環境の保全

自然と共生し、環境にや
さしいまち

教育の振興

ふれあい、学びあい、
心をつなぐまち

●
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、や

り
が
い
の
あ
る
農
林
業
を
確
立

す
る
。

●
多
様
な
連
携
を
強
化
し
、活
力
あ

る
商
工
業
を
確
立
す
る
。

●
地
域
資
源
を
磨
き
、魅
力
あ
る
観

光
産
業
を
確
立
す
る
。

●
夢
を
持
ち
、元
気
で
才
能
豊
か

な
、い
の
ち
輝
く
新
庄
っ
子
を
育

成
す
る
。

●
互
い
に
学
び
高
め
合
う
生
涯
学

習
の
推
進
と
豊
か
な
文
化
芸
術

の
振
興
を
図
る
。

●
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
夢
と
感
動

の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現

す
る
。

●
子
育
て
環
境
を
充
実
し
、子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
。

●
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
る
。

●
と
も
に
支
え
合
い
、安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
。

●
市
民
が
連
携
し
、防
災
・
防
犯
に
強
い

安
全
で
安
心
な
地
域
を
つ
く
る
。

●
冬
の
快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
。

●
安
全
安
心
で
住
み
や
す
い
生
活

環
境
基
盤
を
整
備
す
る
。

●
利
便
性
が
高
く
機
能
的
な
都
市

基
盤
を
整
備
す
る
。

●
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
。

●
良
好
な
生
活
環
境
と
資
源
循
環

型
社
会
の
形
成
を
図
る
。

●
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
努
め
る
。
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予
算
の
概
要

　

市
の
財
政
状
況
は
、こ
れ
ま
で
の

財
政
再
建
へ
の
懸
命
な
取
り
組
み
に
よ

り
、市
債
残
高
が
大
幅
に
減
少
、ま
た
、各
種
財

政
指
標
も
健
全
な
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。一
方

で
、社
会
保
障
費
が
増
加
し
て
お
り
、市
有
施
設

の
老
朽
化
対
策
や
明
倫
学
区
義
務
教
育
学
校
建

設
な
ど
大
規
模
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、「
中
期

財
政
計
画
」に
沿
い
な
が
ら
、「
新
庄
市
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
」を
基
本
と
し
、「
雇
用
・
交
流
の
拡

大
」、「
安
全
・
安
心
の
充
実
」、「
子
育
て
・
人
づ

く
り
」の
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し

た
予
算
配
置
と
し
ま
し
た
。

　

特
に
、少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
、地
方
創

生
の
た
め
の
総
合
戦
略
関
連
事
業
な
ど
の
ソ
フ
ト

事
業
の
ほ
か
、市
営
バ
ス
ま
ち
な
か
循
環
線
運
行

事
業
、明
倫
学
区
義
務
教
育
学
校
建
設
事
業
な

ど
、地
域
課
題
の
克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対

応
す
る
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
特
徴

①
市
税	

44
億
４
７
０
万
円（
０
．３
％
減
）

　

個
人
市
民
税
が
８
０
８
万
円
の
増
加
、固
定
資

産
税
が
償
却
資
産
の
伸
び
に
よ
り
１
，４
０
６
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、法
人
市
民
税

が
２
，３
３
９
万
円
の
減
少
、市
た
ば
こ
税
が
１
，

９
９
７
万
円
の
減
少
と
な
り
、市
税
全
体
で
は
１
，

５
３
２
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

②
分
担
金
及
び
負
担
金
、使
用
料
及
び
手
数

料
、寄
附
金
な
ど

17
億
５
，７
３
３
万
円（
31
．８
％
減
）

　

寄
附
金
は
、ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
減
な
ど
に

よ
り
、６
億
８
，８
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

③
地
方
交
付
税41

億
５
，０
０
０
万
円（
０
．５
％
減
）

　

普
通
交
付
税
は
、市
債
に
か
か
る
措
置
額
の
減

な
ど
に
よ
り
減
少
し
、特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
と
同
額
と
な
り
ま
し
た
。

④
国
県
支
出
金33

億
１
，６
９
７
万
円（
５
．４
％
増
）

　

多
面
的
機
能
支
払
推
進
事
業
費
補
助
金
が

１
億
１
，３
３
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、社
会

保
障
費
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
改

修
事
業
へ
の
補
助
金
の
増
加
に
伴
い
、１
億
７
，

１
３
１
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
市
債	

９
億
４
，５
１
０
万
円（
47
％
増
）

　

エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
改
修
事
業
、明
倫
学
区

義
務
教
育
学
校
建
設
事
業
、日
新
中
学
校
大

規
模
改
修
事
業
な
ど
に
よ
り
、大
き
く
増
加
し

ま
し
た
。ま
た
、財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
臨

時
財
政
対
策
債（
返
済
金
の
全
額
が
地
方
交
付

税
措
置
）は
前
年
度
と
同
額
、市
債
全
体
で
は

３
億
２
１
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
市
債
は
４
億
３
，

５
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑥
地
方
譲
与
税
、各
種
交
付
金
な
ど

８
億
９
９
０
万
円（
０
．１
％
増
）

　

地
方
譲
与
税
、各
種
交
付
金
に
つ
い
て
は
、国

の
地
方
財
政
計
画
を
反
映
し
た
予
算
額
と
な
り

ま
し
た
。地
方
譲
与
税
が
４
０
０
万
円
減
少
し
た

も
の
の
、自
動
車
取
得
税
交
付
金
は
３
３
０
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

平成30年度
一般会計当初予算

153億8,400万円

●⑥●⑤

●④

●③

●②

●①

歳
入

■自主財源
61億6,203万円
（構成比40.1%）

■依存財源
92億2,197万円
（構成比59.9%）

■投資的経費
11億7,420万円
（構成比7.6%）

労働費3,014万円
予備費2,000万円

歳
出

性質別

■その他の経費
（物件費など）

67億7,761万円
（構成比44.1%）

■義務的経費
（人件費など）

74億3,219万円
（構成比48.3%）

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻
●❼

●❽●❾

●

※前年度比2.4%減　市民一人当たりの予算額42万5千円
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特集 平成30年度 市政

歳
出
の
特
徴

❶
民
生
費	

56
億
４
，１
３
３
万
円（
５
．５
％
増
）

　

障
害
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
介
護
給
付
費
・

訓
練
等
給
付
費
等
が
７
，１
０
７
万
円
、生
活
保

護
扶
助
費
は
８
，０
１
８
万
円
増
加
し
た
ほ
か
、民

間
立
保
育
所
保
育
実
施
業
務
委
託
料
や
施
設
型

給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、２
億
９
，５
２
９
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

❷
総
務
費	

18
億
３
，６
８
２
万
円（
25
．１
％
減
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
お
礼
品
に
係
る
報
償

費
が
３
億
９
，４
６
４
万
円
、積
立
金
が
１
億
５
，

０
１
８
万
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

６
億
１
，７
０
１
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

❸
教
育
費	

15
億
１
，３
９
５
万
円（
13
．３
％
増
）

　

南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
関
連
事
業
費
が
３
，

３
４
５
万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、明
倫
学
区
義

務
教
育
学
校
実
施
設
計
業
務
委
託
１
億
３
，

７
４
６
万
円
、日
新
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事

８
，５
１
８
万
円
な
ど
に
よ
り
、１
億
７
，７
２
７
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

❹
土
木
費	

14
億
７
，６
６
３
万
円

（
６
．３
％
増
）

　

道
路
の
長
寿
命
化
や
、公
営
住
宅
の
改
修
に

係
る
経
費
が
増
加
し
た
ほ
か
、最
上
公
園
あ
じ
さ

い
広
場
の
ト
イ
レ
改
築
工
事
１
，５
０
０
万
円
の

計
上
に
よ
り
、８
，７
６
６
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

❺
公
債
費	

14
億
５
，３
１
６
万
円（
２
．９
％
増
）

　

市
債
元
金(

元
金
償
還
額)

は
７
，５
７
５
万

円
の
増
加
、市
債
利
子
は
３
，５
３
４
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

❻
衛
生
費	

10
億
６
，７
８
１
万
円（
５
．９
％
減
）

　

簡
易
水
道
事
業
統
合
に
伴
う
負
担
１
，

５
３
６
万
円
な
ど
で
繰
出
金
が
２
，０
９
４
万
円

増
加
し
ま
し
た
が
、エ
コ
プ
ラ
ザ
も
が
み
運
営
費
の

最
上
広
域
分
担
金
８
，３
０
３
万
円
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、６
，６
４
４
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

❼
商
工
費	

８
億
６
，４
５
４
万
円（
14
．１
％
増
）

　

新
た
に
新
庄
商
工
会
議
所
新
会
館
建
設
費
補

助
金
２
，０
０
０
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、エ
コ
ロ

ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
耐
震
改
修
工
事
や
今
後
の
活
用

に
向
け
た
調
査
費
な
ど
に
よ
り
、１
億
６
７
３
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

❽
農
林
水
産
業
費

	

６
億
５
，８
８
９
万
円（
36
．８
％
減
）

　

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、新
た
な
補

助
金
を
５
７
０
万
円
計
上
し
ま
し
た
が
、国
営
土

地
改
良
事
業
負
担
１
億
９
，７
１
８
万
円
、多
面

的
機
能
支
払
事
業
費
１
億
５
，１
１
３
万
円
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、３
億
８
，３
８
７
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

❾
消
防
費	

６
億
３
，２
７
０
万
円（
０
．５
％
減
）

　

災
害
発
生
時
に
迅
速
に
情
報
を
伝
達
す
る

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
整
備
に
係
る

経
費
が
６
５
１
万
円
増
加
し
た
ほ
か
、自
主
防

災
組
織
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金
が
３
１
０
万

円
増
加
し
ま
し
た
が
、最
上
広
域
分
担
金
が

１
，７
６
５
万
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

３
０
８
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

�
議
会
費	

１
億
８
，８
０
３
万
円（
３
．０
％
減
）

　

議
員
共
済
費
負
担
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

５
８
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
の
市
債
残
高【
年
度
末
見
込
】

29
年
度
／
１
４
７
億
６
７
３
万
円

30
年
度
／
１
４
３
億
９
，７
８
５
万
円

●⑥●⑤

●④

●③

●②

●①

歳
入

■自主財源
61億6,203万円
（構成比40.1%）

■依存財源
92億2,197万円
（構成比59.9%）

■投資的経費
11億7,420万円
（構成比7.6%）

労働費3,014万円
予備費2,000万円

歳
出

性質別

■その他の経費
（物件費など）

67億7,761万円
（構成比44.1%）

■義務的経費
（人件費など）

74億3,219万円
（構成比48.3%）

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻
●❼

●❽●❾

●

平
成
30
年
度

特
別
会
計
な
ど
の
予
算
状
況

特
別
会
計（
前
年
度
比
）

■
国
民
健
康
保
険
事
業

33
億
４
，４
８
０
万
円（
26
．３
％
減
）

■
交
通
災
害
共
済
事
業

６
０
５
万
円（
０
．６
％
減
）

■
公
共
下
水
道
事
業

16
億
５
，０
３
５
万
円（
10
．７
％
増
）

■
農
業
集
落
排
水
事
業

8
，５
３
１
万
円（
７
．６
％
増
）

■
介
護
保
険
事
業

37
億
3
，３
１
２
万
円（
０
．２
％
増
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

4
億
4
，２
８
６
万
円（
11
．４
％
増
）

企
業
会
計（
前
年
度
比
）

■
水
道
事
業
歳
入

11
億
9
，１
８
０
万
円（
４
．０
％
減
）

■
水
道
事
業
歳
出

15
億
２
，９
３
１
万
円（
11
．１
％
減
）

7 4



暮らしを守り、住みよさが実感できるまちを創るため、
定住の基本となる「働く場」の確保と交流の拡大による活力あるまちづくりを進めます。

エコロジーガーデン推進事業 1億1,835万円 商工観光課

　来園者の安全確保と文化財の保存活用のため、保存活用計画および第4期利
用計画に基づき、第5蚕室の耐震改修工事と第4蚕室の基本設計・実施設計を行
います。さらに、施設の改修後の運営管理方法を検討するため、民間による施設
運営のアイデアや可能性を把握するためのサウンディング調査を実施し、民間活
力の導入に向けて公募条件等について検討します。

新庄まつり振興事業 2,991万円 商工観光課

　県内唯一のユネスコ無形文化遺産である新庄まつりの安全かつ円滑な運営と、
まつり実施によるさらなる観光振興と地域活性化を図ります。ユネスコ無形文化遺
産登録後、初めての週末開催を迎えるにあたり、本まつりの観覧体制を昨年に引
き続き充実させ、観覧者増加への対応とさらなる「新庄まつりファン」の獲得を目指
し、誘客拡大へとつなげていきます。

担い手総合支援対策事業 7,469万円 農林課

「新庄市農業経営基盤強化促進基本要綱」に基づき、農業の中心となる経営
体を増加させるために、多様な農業形態に応じた支援事業を行っています。さら
に、農業所得向上を推進するために振興作物（園芸作物）栽培の研修援助や、農
地を集約し面積を拡大する担い手を支援する事業も実施します。

雇用・交流拡大プロジェクト

新庄市まちづくり総合計画重点プロジェクト1

■
水
田
農
業
組
織
・
法
人
育
成
支
援
事
業

　

水
稲
経
営
の
組
織
化
、法
人
化
を
推
進

す
る
た
め
に
補
助
事
業
を
実
施
し
、意
欲
あ

る
担
い
手
集
落
の
取
組
を
支
援
す
る
。 

 

（
３
０
０
万
円
／
農
林
課
）

■
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
契
機
に
、海

外
か
ら
来
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
観
客
な
ど
と

の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
相
互
交
流

を
図
り
ま
す
。 （
59
万
円
／
社
会
教
育
課
）

■
6
次
産
業
化
推
進
事
業

　
「
新
庄
市
6
次
産
業
化
推
進
協
議
会
」に

よ
り
、実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・
商
品

開
発
支
援
な
ど
を
通
じ
、地
域
の
事
業
者

の
6
次
産
業
化
を
支
援
し
ま
す
。

 

（
５
４
０
万
円
／
農
林
課
）

■
園
芸
大
国
や
ま
が
た
産
地
育
成
支
援
事
業

　

園
芸
作
物
の
産
地
を
支
え
る
農
業
者
の

規
模
拡
大
、収
益
性
の
向
上
を
目
指
す
施

設
・
機
械
の
導
入
支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

（
６
２
２
万
円
／
農
林
課
）

■
畜
産
経
営
競
争
力
強
化
支
援
事
業

　

畜
産
経
営
体
の
意
欲
あ
る
担
い
手
の
生

産
基
盤
強
化
、規
模
拡
大
、生
産
性
向
上
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

（
１
、０
３
２
万
円
／
農
林
課
）

■
中
小
企
業
振
興
対
策
事
業

　

地
域
の
中
小
企
業
等
の
創
業
支
援
や
経

営
基
盤
強
化
、事
業
拡
大
を
促
進
し
、地
域

経
済
の
活
性
化
・
振
興
を
図
り
ま
す
。 

 

（
４
６
９
万
円
／
商
工
観
光
課
）

■
観
光
交
流
推
進
事
業

　

増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
旅
行
客
の

受
入
体
制
を
強
化
し
、訪
日
外
国
人
の
誘

客
と
利
便
性
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
１
億
２
、０
５
５
万
円
／
商
工
観
光
課
）

主な事業（事業費／担当課）
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特集 平成30年度 市政

市民が安心して永く住み続けられるよう、保健・医療・福祉・防災などの体制づくりや、快適な生活環境の充実を目指します。

市営バス（まちなか循環線）運行事業 2,926万円 総合政策課

　バスは市民生活を支える足として機能していますが、高齢化の進行等の社
会情勢の変化により需要が高まり、機能の充実や利便性の向上が求められて
います。
　市営バス（まちなか循環線）運行事業では、運行開始予定を11月とし、停留所
の設置やバス車両の購入を行います。

雪総合対策事業 2億9,834万円 都市整備課

雪に強い安全で快適なまちづくりの実現を推進します。沖の町・中山町線外
流雪溝の整備を行い、「機械除雪＋流雪溝」による克雪体制を推進します。北本
町・南本町線消雪整備を行い、無雪状態を確保し、緊急輸送道路としての機能
と歩行者の安全性を高めます。最上川用水の導入により、金沢地区等の流雪溝
水源の安定化を図ります。泉田～二枚橋間の吹雪障害を解消し、冬期交通の安
心・安全を確保します。

デジタル防災行政無線（同報系）整備事業 651万円 環境課

本市で想定される、新庄盆地断層帯を震源とする地震、局地的集中豪雨、河
川の氾濫等の災害、また国民保護法制上の非常事態に対し、適切な情報提供を
行う必要があることから、市内全域に防災行政無線を整備し、本市の防災体制
の強化を図ることにより、安全で安心なまちづくりを進めるものです。

安全・安心充実プロジェクト

新庄市まちづくり総合計画重点プロジェクト 2

■
健
康
増
進
事
業

　

市
民
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、検

診
、保
健
指
導
等
疾
病
予
防
、健
康
づ
く
り

の
推
進
を
図
り
、健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

指
し
ま
す
。

 

（
５
、５
４
８
万
円
／
健
康
課
）

■
在
宅
老
人
福
祉
事
業

　

高
齢
者
の
安
全
な
生
活
と
心
身
の
健
康

を
確
保
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

自
立
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

 

（
７
７
９
万
円
／
成
人
福
祉
課
）

■
新
庄
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
事
業

　

幅
広
い
年
齢
層
の
健
康
増
進
お
よ
び
体

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、誰
も
が
参
加
で
き

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

（
７
２
０
万
円
／
社
会
教
育
課
）

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
事
業

　

本
市
の
目
指
す
都
市
像
お
よ
び
地
域
別

の
整
備
方
針
、都
市
施
設
の
計
画
等
を
定

め
ま
す
。

 

（
６
９
６
万
円
／
都
市
整
備
課
）

■
道
路
長
寿
命
化
事
業

　

今
後
老
朽
化
す
る
道
路
の
予
防
的
な
修

繕
を
行
い
、道
路
網
の
安
全
性
・
信
頼
性
を

確
保
し
ま
す
。

 

（
７
、４
４
７
万
円
／
都
市
整
備
課
）

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

　
一
般
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
改
修
に
対
す
る

補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

 

（
３
、５
３
０
万
円
／
都
市
整
備
課
）

■
公
共
下
水
道
建
設
事
業

　

公
共
下
水
道
の
計
画
区
域
７
１
９
ha
の

早
期
整
備
と
老
朽
化
し
た
終
末
処
理
場
の

改
築
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

（
6
億
１
、７
６
０
万
円
／
上
下
水
道
課
）
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本市の将来を担う人材の育成は、まちづくりの根幹をなすものであり、
子育て・教育環境の一層の充実が求められます。

看護師養成所開設準備事業 140万円 総合政策課

　平成33年4月の開校を目指し、看護師養成所の設置に向けた準備を進めま
す。医療、福祉など関係機関との意見交換を行い、地域として魅力ある看護師養
成所のあり方をまとめるとともに、建設予定地を決定し、施設整備に向けた準備
を行います。また、看護教員の募集や非常勤講師の確保、看護学生の実習受入
先の調整などを行います。

明倫学区義務教育学校建設事業 1億3,746万円 教育総務課

　平成28年度に「明倫学区小中一貫教育校基本構想」を策定し、平成29年度か
ら明倫学区義務教育学校推進計画の策定を進めています。
　平成30年度は義務教育学校の校舎および屋内体育館の実施設計業務を進め
ます。基本設計に基づき建物の構造、規模、レイアウト、内外装仕上げなど具体的
な設計計画や敷地内の建物などの配置・必要工期などの計画を策定します。

子ども・子育て支援新制度事業 11億120万円 子育て推進課

「子どものための教育・保育給付」により、保育施設や幼稚園などが安定し
た経営を行えるよう支援し、入所児童の健やかな成長に寄与します。

また、多様な支援を必要としている子育て世帯のために、延長保育や病児
保育、地域子育て支援センターなどのさらなる充実に向けた取り組みを併せて
推進し、すべての子育て世帯への支援を強化します。

新庄市まちづくり総合計画重点プロジェクト3

■
併
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

　

明
倫
学
区
内
の
小
学
6
年
生
ま
で
が
対

象
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
義
務
教

育
学
校
の
建
設
に
合
わ
せ
て
一
体
的
に
整
備

し
ま
す
。（
７
１
５
万
円
／
子
育
て
推
進
課
）

■
子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業

　

医
療
保
険
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、乳
幼
児
・
児
童
を
抱
え
る
世

帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

 （
1
億
３
、２
８
６
万
円
／
子
育
て
推
進
課
）

■
母
子
保
健
事
業

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
、妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
ま
す
。

 

（
２
、６
９
４
万
円
／
健
康
課
））

■
国
際
理
解
教
育
推
進
事
業

　

国
際
交
流
体
験
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
含
め
た
国
際
理
解
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

 

（
１
、９
０
２
万
円
／
学
校
教
育
課
）

■
児
童
生
徒
個
別
支
援
事
業

　

発
達
障
が
い
等
に
よ
り
学
習
面
や
行
動
面

で
著
し
い
困
難
を
示
す
児
童
生
徒
を
個
別

に
支
援
し
、学
級
全
体
の
学
習
活
動
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

 

（
３
、１
８
５
万
円
／
学
校
教
育
課
）

■
ふ
る
さ
と
創
生
人
材
確
保
事
業
等
奨
学
金
事
業

　

理
工
系
、保
育
士
系
等
の
地
元
就
職
を

目
指
す
学
生
へ
の
奨
学
金
支
援
を
行
い
ま

す
。 

（
１
、４
８
２
万
円
／
教
育
総
務
課
）

■
若
者
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事
業

　

子
育
て
世
帯
、新
婚
世
帯
、移
住
世
帯
を

対
象
に
、市
内
工
務
店
に
よ
る
住
宅
の
新
築
、

空
き
家
バ
ン
ク
物
件
購
入
に
対
し
助
成
を
行

う
。 

（
１
、０
０
０
万
円
／
総
合
政
策
課
）

主な事業（事業費／担当課）

子育て・人づくりプロジェクト
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特集 平成30年度 市政

平成30年度まちづくり応援寄附金活用事業
※（基金充当額／担当課）　★マークは新規事業

平成29年度 ふるさと納税寄附金額
（まちづくり応援寄附金）

※平成30年3月30日時点

■産業の振興に関する事業への寄附分

★エコロジーガーデンサウンディング調査事業
 （250万円／商工観光課）
　新庄まつりラッピングトラック事業
 （120万円／商工観光課）
★道の駅基本計画策定事業 （10万円／都市整備課）
★山・鉾・屋台行事観光推進ネットワーク総会開催事業
 （70万円／商工観光課）
　ふるさと企業訪問奨励金 （40万円／総合政策課）
　物産振興交流推進事業 （350万円／商工観光課）
　情報コンテンツ整備事業 （30万円／総合政策課）
★水田農業組織・法人育成支援事業 （150万円／農林課）
★振興作物シニアチャレンジ支援事業 （40万円／農林課）
★振興作物栽培研修モデル事業 （90万円／農林課）
　元気な集落営農創成事業生産組織運営費補助金
 （450万円／農林課）

■医療や福祉の充実に関する事業への寄附分

★乳幼児期からの特別支援活動事業
 （5万円／子育て推進課）
　子育て応援企業支援事業 （30万円／総合政策課）
　第３子以降の児童保育料免除事業
 （1,765万円／子育て推進課）
　子育て支援医療給付事業 （2,400万円／子育て推進課）

■教育、文化、スポーツの振興に関する事業への寄附分

★ホストタウン推進事業 （50万円／社会教育課）
　新庄ハーフマラソン大会開催事業
 （300万円／社会教育課）
　新庄藩主戸沢家墓所保存修理事業
 （100万円／社会教育課）
　通学手段確保対策事業 （1,350万円／教育総務課）

■社会生活基盤の充実に関する事業への寄附分

　若者世帯住宅取得支援事業 （500万円／総合政策課）
　都市計画マスタープラン見直し事業
 （400万円／都市整備課）

■環境の保全に関する事業への寄附分

　容器包装リサイクル事業 （560万円／環境課）
　ごみ減量化対策事業 （40万円／環境課）

■地域づくりに関する事業への寄附分

　自主防災組織育成事業 （450万円／環境課）
　地域公民館整備事業費補助金 （100万円／社会教育課）
★地域づくり推進交付金 （100万円／総合政策課）
　升形公民館トイレ水洗化修繕 （250万円／社会教育課）

　平成29年度は、ふるさと納税（まちづくり応援寄附金）制度により、主に市外の方々から本市のために約7億4,000万円
もの寄附をいただきました。お礼品などの各種経費を差し引いた内の1億円を、寄附者の意向に沿いながら平成30年度の
事業に活用させていただきます。寄附金の活用事業は次の27の事業で、その内9の事業は平成30年度からの新規事業に
なります。

約7億4,000万円
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健康課
課長　田宮　真人

◦国保医療室
◦母子保健推進室

◦健康推進室
職員数19名

子育て推進課
課長兼福祉事務所長

滝口　英憲
◦子育て企画室
◦保育推進室
職員数35名

※保育士・調理師を含む

成人福祉課
課長兼福祉事務所長
青山　左絵子

◦生活支援室
◦高齢者福祉推進室
◦障がい福祉推進室

職員数19名

税務課
課長　加藤　功

◦課税室
◦資産税室
◦納税室
職員数２７名

会計課
課長　吉田　浩志

兼会計管理者
職員数５名

市民課
課長　荒田　明子

◦住民戸籍室
職員数１４名

選挙管理委員会事務局
事務局長 亀井　博人

職員数2名

農林課
課長　小野　茂雄

◦農政企画室
◦農業振興室

◦農村・森林整備室
職員数13名

監査委員事務局
事務局長 平向　真也

職員数2名

農業委員会事務局
事務局長 三浦　重実

職員数5名

商工観光課
課長　荒澤　精也

◦企業立地・商工振興室
◦観光交流室

◦クールジャパン新庄推進室
職員数15名

平成30年度市組織体制

ロビー

健康課

市民課

東庁舎

東庁舎

西庁舎

会計課

税務課

入札室
（西庁舎会議室）

職員組合

市
民
相
談
室

相
談
室

ロビー

駐　車　場

駐　車　場

入口

入口

入口

システム
統計室

会議室

子育て
推進課

選挙管理
委員会成人

福祉課

教育相談
コーナー

農林課財政課
副
市
長
室

市
長
室

応
接
室

監査委員室

総務課

商工観光課

農　業
委員会

社会教育課

東庁舎
会議室

学校
教育課

教育
総務課

議　場

議員協議会室

記
者
室

第
1
会
議
室

第
2
会
議
室

第
3
会
議
室

議
長
室

議
会
事
務
局

議

　会

図
書
室

1階

2階

3階

入口

▼▼

教
育
長
室

相談室

会派会議室

警
備
員
室

総
合
政
策
課

7月から教育委員会
（教育総務課、学校教育課、社会教育課）

がこちらに移ります

正面
玄関

休日夜間
受付窓口

本庁舎
１階

障がい者に
　やさしい
　　まちづくり

髙野　博
教育長

山尾　順紀
市長

伊藤　元昭
副市長
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環境課
兼地域防災監

課長　森　正一
◦環境保全室
◦地域防災室
職員数10名

上下水道課
課長　奥山　茂樹

◦業務・普及室
◦給水・施設整備室

◦下水道業務・普及室
◦下水道施設整備室

職員数17名

都市整備課
課長 土田　政治

◦都市計画室
◦雪対策室

◦道路維持管理室
◦建築住宅室

◦高速道路対策室
職員数21名

議会事務局
事務局長  井上　章

職員数4名

教育総務課
教育次長兼課長
武田　信也

職員数7名

学校教育課
課長　髙橋　昭一

職員数16名
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まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです

MACHIKADO TOPICS

3/

3
地域未来フォーラム開催

 わくわく新庄

基調講演と実践活動報告が行われ、参加者
は地域の未来について意見を交換しました。

3/

11
第13回市民プラザまつり

 市民プラザ

市民プラザの利用団体51団体による展
示や発表などが行われました。

3/

4
子育ち講座「私たちの履歴書」

 市民プラザ

各講師の生い立ちを履歴書形式で聞きなが
ら、参加者は子育てについて考えました。

2/4〜
3/29

雪ん子俳句作品展
 雪の里情報館、ゆめりあ

最上管内全小学校から3〜６年生を対象に
作品535点が集まり、60名が受賞しました。

3/

3
市民映画劇場で監督が挨拶

 市民プラザ

新庄出身大宮浩一監督のあいさつと、中高生
との福祉に関する意見交換が行われました。

3/

10
地域おこし協力隊活動報告会

 市民プラザ

地域おこし協力隊隊員4名が、これまでの活動
報告を行った後、トークセッションを行いました。

3/

25
綾小路きみまろ 笑撃ライブ2018

 市民文化会館大ホール

超満員となった会場は、観客の笑いに包ま
れました。時間を忘れるほど大盛況でした。

3/

19
民間派遣職員施策提案会

 市民プラザ

株式会社電通に派遣されている職員から、雪
の有効活用について施策提案がありました。

3/14〜

3/25
きずな写真展

 市民プラザ

全部で36点が展示され、来客者は写真一
点一点の素晴らしさに感動していました。

広報しんじょうが平成29年度山形県市町村広報コンクールで
2部門特選、1部門入選しました。

PICK
UP!

　平成29年度山形県市町村広報コンクールにおいて、新
庄市は広報紙市部で「広報しんじょう7月号」が組み写真部で
「広報しんじょう9月号　P.4,5」がそれぞれ特選を受賞しまし
た。また、一枚写真部では「広報しんじょう9月号」の表紙の写
真が入選しました。県内でも2部門の特選は、新庄市だけでし
た。特選を受賞した広報紙と組み写真は、日本広報協会主催
の『全国広報コンクール』に出品されます。
　全国広報コンクールでは、平成28年・29年と入選しており、
平成30年のコンクールでもより高い評価が得られるよう取り組
んでいきます。
　「広報しんじょう7月号」は、特集「ここに咲いた花〜しんじょう
の種と松田甚次郎〜」を通して、地域資源としての地元の偉
人をクローズアップしており、そこを中心とした地域の強い結び
つきをうまく表現している点や、市が地域活動を応援する姿勢
を読者に伝えられていること、さらに、全体的にレイアウトや写真
が工夫されており、かなり作り込まれた紙面となっている点が高
く評価されました。さらに、松田甚次郎を語った「土に叫ぶ人」
の演劇公演には、800人を超えるお客様が市民文化会館に
来場するなど、市民への影響も大きなものでした。
　「広報しんじょう9月号　P.4,5」が高く評価された点は、色合
いが良く絢爛豪華な祭りの様子が伝わり、昼の部と夜の部と
で印象の違い、メリハリのある写真の使い方をしている点となっ
ています。さらに、使用している写真の一枚一枚の完成度が高
く、目を引く作品となっていることも高く評価されました。
　今後も企画などをさらに工夫し、皆さまに愛される紙面を目指
していきます。

▲写真　一枚写真部　入選
　「広報しんじょう」9月号

▲写真　組み写真部　特選　「広報しんじょう」9月号　P.4,5

▲広報紙　市部　特選
　「広報しんじょう」7月

『新庄デジタルアーカイブ』を開設しました。
　本市が保有する歴史的に価値のある写真をデジタル化し、インター
ネット上に公開するサイト「新庄デジタルアーカイブ」を開設しました。本
サイトは、史料写真（3月30日時点で2483点）を自由に閲覧・ダウンロー
ド・利用することができます。昔の新庄の街並や風景などを懐かしみな
がらご覧ください。

◎総合政策課広報・総合情報室　内線214・215

『広報しんじょう』Instagram
始めました!

　広報しんじょうがInstagramを始めました。市内を
めぐり、さまざまな写真を撮影する広報職員が厳選
する写真をアップしていきます。普段は気づかない
素敵な新庄の一面を見つけてみてください。
　詳しくは、総合政策室　広報・総合情報室へ。
内線214・215

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです
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『新庄デジタルアーカイブ』を開設しました。
　本市が保有する歴史的に価値のある写真をデジタル化し、インター
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内線214・215

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです
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インフォメーション

　厳
冬
か
ら
一
変
し
て
春
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
る
と
て
も
お
天
気
の
良
い
日
、3
月
3
日

が
大
友
義
助
先
生
の
お
葬
式
で
し
た
。た
く

さ
ん
の
方
々
に
惜
し
ま
れ
て
大
友
先
生
は
享

年
90
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。図
書

館
で
は
、郷
土
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、大
学

の
先
生
が
訪
ね
て
き
て
の
専
門
的
な
調
査

依
頼
な
ど
、「
困
っ
た
時
は
大
友
先
生
へ
」を

合
言
葉
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス（
調
査
の
お
仕
事
）

を
行
っ
て
お
り
、先
生
に
快
く
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、職
員
も
学
び
回
答
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　図
書
館
に
も
よ
く
来
館
さ
れ
て
、「
あ
の

場
所
に
あ
る
こ
の
本
を
！
」と
14
万
冊
近
い

図
書
館
の
蔵
書
を
す
べ
て
把
握
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。最
近
は
ご
家
族
の
方

が
貸
出
や
返
却
な
ど
に
来
ら
れ
、お
元
気

な
の
か
な
と
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
新

庄
・
最
上
地
域
広
報
情
報
誌
季
刊
に
ゃ
ー

2
0
1
7
・
12
月
号
」に
満
面
の
笑
顔
の
大

友
先
生
の
お
姿
が
あ
り
、ほ
っ
と
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。そ
し
て
そ
ん
な
矢
先
の
突
然

の
訃
報
…
。

　大
友
先
生
の
執
筆
さ
れ
た
郷
土
関
係
資

料
、歴
史
書
、民
話
採
話
作
品
は
新
庄
市
民

の
宝
物
で
す
。次
世
代
へ
深
く
大
切
に
ゆ
っ

く
り
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
図
書
館
の
役
割
で

あ
り
、こ
の
度
図
書
館
で
は
大
友
先
生
の
著

作
の
追
悼
展
示
を
行
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ま
と
心
よ
り
大
友
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
職
員
一
同

 

今月の新着

本を片手に新庄のまちにでかけよう！！

本とひとをつなげる空間

大
友
義
助
先
生
　関
連
情
報

「
郷
土
に
思
い
を
馳
せ
る
。郷
土
史
研
究
家 

大
友
義
助
先
生
を
偲
ん
で
…
」

図書館に行こう！

郷土本
風流（ふりゅう）すん
じょまづりのはじまり

（紙芝居）
　 ......紙芝居「風流
すんじょまづりのはじ
まり」をつくろう会

一般図書
一度は観たい春を彩る桜の名所 ....................昭文社
BOOK BAR－お好みの本、あります。－ ........ 新潮社
経済用語イラスト図鑑 ............................ 新星出版社
超図解野菜の仕立て方の裏ワザ .......... 家の光協会
マンガはじめての妊娠・出産ハッピーガイド
　 ...............................................................成瀬　瞳
消滅遺産 ...............日経ナショナルジオグラフィック社
魚屋三代目の魚料理教室 ......................魚屋三代目
脱!スマホのトラブル ................................ 佐藤　佳弘
イザベルに薔薇を ................................... 伊集院　静
おまじない ............................................... 西　加奈子

児童書
きょう、おともだちができたの .................... 得田　之久
かぶきやパン ....................................かねまつ すみれ
しらとりくんはてんこうせい ....................... 枡野　浩一
はじめてまなぶもちかたのえほん ..............PHP研究所
しらべよう!47都道府県の野菜 .......................汐文社
笑うのだれじゃだじゃれあそび ..............ながた　みかこ
羽生善治の将棋入門ージュニア版－ .... 羽生　善治
二人でなら、世界一になれる!
　 －金メダリスト・タカマツペア物語－ ...  光丘　真理

テーマ展示『新庄を知る、最上を知る』 
■とき 4月29日（日）まで　 
■ところ 図書館1階フロア 
■内容 歴史・地理・人物・昔話などをいろ
 いろな角度から地元の魅力を知る。 
 ※転入者にもおすすめです。

『新庄藩火消特集』
ストリートギャラリー展示

■期間 4月30日（月）まで
■ところ ゆめりあ内ストリートギャラリー 
■内容 新庄藩が舞台になった大人気シリーズ 
 時代小説「羽州ぼろ鳶組」シリーズ 
 を一挙展示します

◀「シリーズ藩物語『新庄藩』」大友義助/著
　新庄の歴史や風土、人物について深く知りたいとき図
書館では郷土資料の中から大友先生が執筆されたこの
作品を入門書・手引書として一番にご紹介しています。

「新庄のむかしばなし」大友義助/採話▶
　昭和46年3月市制施行、二十周年記念事業のひとつと
して刊行されたこの作品は、大友先生が当時テープレコー
ダーをかついで、長年にわたり村々の古老の語り手の方々
から採話し、テーマごとに編集された血と涙の賜物です。

今
月
の
ブ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
ジ
　～
本
で
コ
コ
ロ
の
充
電
！
～
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市民2名が【山形県卓越技能者表彰】を受賞

市民3名が【新庄市卓越技能者表彰】を受賞

 

プラス

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION

　卓越した技能を持ち、労働者の福祉の増進と
産業の発展に寄与したとして、新庄市からは、2
名が、山形県卓越技能者として表彰されました。
　毎年、受賞者が少ない中(今回8名)、新庄市の
2名が受賞するという快挙を達成しました。

　市卓越技能者表彰とは、本市産業に従事し、その発展に貢献した優秀かつ模範的な技能者を表彰するものです。近年、受賞者の
職種も多様化してきており、さらなる卓越技能者を発掘するため、平成30年度も卓越技能者を募集します。

平成29年度

　この度は、貴重な表彰を受けることができ、
大変ありがたく思っております。少しでも多くの
方々に表具師という職を知っていただくことと、
表具師という仕事の魅力に気づいていただけま

すと幸いです。今回の受賞でおごり高ぶらずに、真摯に表
具師として邁進してまいります。

　山形県卓越技能者表彰を受賞することがで
き、とてもうれしく思っております。これまで配管
工という職はあまり注目されておりませんでした
が、私がこの表彰を受賞することによって、配管

業界の益々の発展に寄与できればと思っております。さら
に、私の持っている技能を次の世代へと受け継ぐことが出
来るよう、これまで以上に努力してまいります。

　名誉ある卓越技能者表彰受賞、大変ありが
たく思っております。今年で丸50年間建築大工
として従事してまいりました。これからも若い大工
職人を育てるために一生懸命頑張ります。

　このような賞を頂けると思っていませんでした
ので、皆様に評価をいただき感謝しております。
これからもお客様に喜ばれる家具を作っていき
たいと思います。

　発明家としてやってこれたのも家族の支えが
あったからだと思います。これを機に、さらなる発
明品開発や地域貢献できるよう、さらに精進し
てこれからも頑張っていきたいと思います。

　木造軸組み工法や曲がっている木を梁として
虹のカーブのように使用し、屋根の上にたくさんの
雪が積もり負担がかかっても丈夫なため、新庄に
適した建築方法の技能が高く評価されました。

　様々な家具を１点１点手作りで製作し、長年
の経験で培われた良質な木材を選ぶ際の感覚
を駆使した木の暖かさや、素材のぬくもりを伝え
る技能が高く評価されました。

　地域貢献や社会問題解決のために、発明品
を開発（特許品あり）し、子供たちにものづくりや
発明の楽しさを伝える等、地域人材教育に尽力
している点が高く評価されました。

建築大工　沼澤全二さん（城南町）

家具工　　鎌田和夫さん（宮内町）

発明家　　大内　昭さん（松本）

◎詳しくは、商工観光課　℡内線254

受賞者
コメント

受賞者
コメント

受賞者
コメント

受賞者
コメント

受賞者
コメント

配管工　内山晴道さん（下田町）

表具師　井上春男さん（泉田）
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	 36,212	人	 （36,641人）
　男	 17,238	人	 （17,417人）
　女	 18,974	人	 （19,224人）
世帯数	 13,822	世帯	（13,773世帯）
※（		）は1年前の日本人+外国人の数です。

2月の異動
出生	 23	人	 （17	人）
死亡	 47	人	 （47	人）
転入	 57	人	 （52	人）
転出	118	人	 （98	人）

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION

障がい者のタクシー券・給油券について
◎成人福祉課障がい福祉推進室	℡内線546

▪対象 以下のいずれかの手帳をお持ちの方
①身体障害者手帳1級から3級（3級につい
ては視覚・下肢・体幹・移動機能障害に限
る）②療育手帳A③精神障害者保健福祉
手帳1級
※給油券については上記要件に加え障がい
を事由として自動車税（軽自動車を含む）の
減免措置を受けている方のみが該当します。
▪ところ 成人福祉課②窓口
▪持ち物 該当する手帳、印鑑、自動車税の
減免を受けていることがわかる書類（給油券
の場合）

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
◎新庄市年金事務所	 ℡22‐2050
　市民課	 ℡内線133・134

　20歳から60歳までの間は必ず公的年金
に加入することになっています。学生の方は、
ご本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される「学生納付

特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する
大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校および各種学校（修業
年限1年以上である課程）に在学する学生な
どの方です。
　また、学生納付特例の承認期間は4月から
翌年の3月までとなりますが、承認を受けた次
の年度も在学予定である場合は、4月始めに
再申請の用紙が届きます。引き続き学生納
付特例制度をご希望の場合は、必要事項を
記入のうえご返送ください。

わらすこ広場利用のお願い
◎新庄子育て支援センター	 ℡22‐5115

　当広場は、0歳から小学3年生までが利用
できます。
　未就学児は、必ず保護者同伴で利用して
ください。なお、託児は行っておりませんので、
けがなどがないよう楽しく遊んでください。
　子ども同士だけの利用は、衝突事故などを
防止するため、小学1年生～3年生までとして
います。また、緊急時のために連絡先の事▪

前登録をお願いしています。登録用紙は、わ
らすこ広場受付に用意してありますので、事
前の手続きをお願いします。
　小学1年生は、体力面や行動面において
注意が必要なため、8月までは、安全管理上
保護者の付き添いをお願いしています。

介護福祉士修学資金および
保育士修学資金の貸付について
◎県福祉人材センター：結城・渡部

℡023-633-7739

▪内容 両資金とも貸付内容は次のとおりで
す。月額5万円（年額60万円）、入学準備金
20万円、修学準備金20万円 ※すべて無
利子での貸付
▪募集人員	・介護福祉士修学資金	40名

・保育士修学資金	70名
▪申込期限 5月18日㈮	必着
※養成施設を通しての申し込みです。詳しく
は、電話でお問合わせください。

平成30年度自動車税（県税）の納税について
◎最上総合支庁税務課	 ℡29-1229

　自動車税の納期限は5月31日㈭	です。
　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁
税務担当課、コンビニエンスストアのほか、イ
ンターネットを利用してクレジットカードでも納
めることができます。忘れずに期限まで納めま
しょう。

県縦断駅伝競走大会に伴う
市役所駐車場の利用について

◎社会教育課	 ℡内線471・472

▪期間 4月27日㈮	12時30分～16時、28
日㈯	7時～9時
　期間中は、大会関係車両駐車のため、市
役所本庁舎前駐車場が利用できません。
　本庁舎裏駐車場（半面）または第二庁舎
駐車場をご利用ください。

スポGOMI in 新庄大会
◎市体育協会	 ℡23-1000

▪とき 4月29日㈰	受付9時30分、終了12
時予定

▪ところ 最上中央公園周辺
▪参加条件 3～5名／1グループ
▪申込締切 4月20日㈮

kaigoワンポイント無料相談会
◎グループホーム大手町	 ℡23-8080

▪対象 認知症状のケアにお悩みの方
▪とき 4月17日㈫	10時～15時
▪ところ グループホーム大手町3階ふるさと
ホール　▪内容 介護支援専門員・認知症
ケア専門士・看護師による認知症状への対
応に関するアドバイス
▪費用 無料 ※予約不要、秘密厳守

子育て支援者養成講座を開催します。
◎はぐぐみ保育園・阿部、岸	℡080-5552-7324

▪対象 20歳以上
▪とき 5月9日㈬～6月13日㈬計24時間
▪ところ スタイルハート内セミナールーム（本
町1番7号）
▪内容 相互援助活動を行うための講座
▪定員 10名
▪参加費 無料 ※テキスト代2,571円
▪申込締切 4月25日㈬ ※要電話申込

市民農園入園者募集
◎農林課農業振興室	 ℡内線269

▪とき 5月～11月　▪ところ 下西山地区
▪内容 区画面積：１区画約50㎡ ※印鑑持
参のうえ、農林課にある所定の申込書にて申
込。なお、申込多数の場合は抽選とします。
▪経費 １区画3,000円
▪申込締切 4月20日㈮

文化遺産　新庄まつりの歴史を知ろう
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

▪とき 6月7日㈭	①10時～11時30分、②
13時～16時　▪ところ ①わくわく新庄会議
室（事前学習）、②バスにて文化遺産めぐり
▪内容 新庄祭りの歴史学習とそれに関連
した文化遺産巡り
▪講師 三浦	和枝氏　▪定員 20名
▪参加費 1,800円（昼食付）
▪申込締切 5月31日㈭

▪持ち物 筆記用具、カメラ（必要な人）

わくわくデジタルカメラ初心者教室
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

▪とき 6月9日～7月14日までの毎週土曜日
【全6回】14時～16時 ※6月29日のみ金
曜日（終日野外撮影会）
▪ところ わくわく新庄会議室
▪講師 戸塚	喜八氏　▪定員 15名
▪参加費 3,000円（全期間）
▪申込締切 6月2日㈯
▪持ち物 コンパクトカメラまたはデジタル一
眼レフカメラ、取扱説明書、SDカード（4～
8G程度）

女声コーラスかがやきコンサート
”大人のアレンジで楽しむ日本のうた”
◎市民文化会館	 ℡22-7029

▪とき 4月22日㈰	14時～
▪ところ 市民文化会館1階ロビー
▪内容 お茶を楽しみながら、なつかしい歌を
ご一緒に口ずさみましょう。
▪入場料 無料

合唱団の募集
◎市民文化会館	 ℡22-7029

　1981年に会館創立記念として、当時の
山形交響楽団とともに「第九」を初演し好評
を博しました。
　このたび、市民からの要望もあり、37年ぶ
りに市民文化会館において「第九」の演奏
会を開催する運びとなりました。つきましては、
山形交響楽団の演奏と共に「合唱団員」とし
て参加できる人を広く募集します。
▪対象 中学生以上で練習日程にほぼ参加
でき、12月本番の指揮者練習およびゲネプ
ロに参加できる人
※合唱経験の有無は不問。
▪とき 発会式：6月4日㈪19時～
※詳細は、当日説明
▪ところ 市民文化会館
▪定員 ソプラノ30名程度、アルト40名程
度、テノール15名程度、バス15名程度
▪参加費 一般5,000円（ベーレンライター
版楽譜含）、中高生は2,000円（楽譜代）

催しなど

新庄かど焼きまつり

▪とき 4月29日（日・祝）～5月5日（土・
祝）11時～16時まで（15時受付終了）
▪ところ 最上公園内「特設会場」
▪料金 前売券／お一人様2,000円（税
込）、当日券／お一人様2,300円（税込）
※座敷席希望の方は別途300円
◇お一人様セット内容／カド（大1尾）・花
見だんご・お茶・山菜のおひたし
▪その他 都合による不参加等、前売券
の払い戻しは行いません。雨天時の場合
は、セット内容現品をお渡しいたします。前
売券の販売は、4月28日㈯	までとなってお
ります。
◎新庄観光協会	 ℡22‐2340

産直まゆの郷「桜まつり」開催
▪とき 4月29日㈰	9時～18時
▪ところ 産直まゆの郷
▪内容 野菜・花・農産物の販売。大好
評の「焼きおにぎり」に加え、新庄の春の
風物詩「カド焼き」の販売も行います。「豚
汁」サービスあり。
◎産直まゆの郷	 ℡23-5007

「星空を紡ぐ」写真展
▪とき 4月7日㈯～5月31日㈭	
▪ところ 雪の里情報館1階雪国ギャラ
リー　▪内容 写真家森茂氏による写真
の作品展示
▪入館料 無料
◎雪の里情報館	 ℡22-7891

2月末現在
の新庄人

最上中央
公園

駅前交番山交観光

奥山商店
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ツ

カワチ

至金山

至舟形↑

↑

駐車場

駐車場

13新
庄
駅

◆工場直送精肉店 営業時間／11：30～15：00
◆憩いの立ち飲み屋 営業時間／17：00～20：30

新庄市沖の町２－２８
℡.0233-32-0531 日曜定休日

毎月第2・4 土曜日

鳥市
新庄駅前の鶏肉店『鶏や』にて開催！！

11：30～15：00

平成30年度～平成32年度の介護保険料が決まりました。
　市では、今後の高齢化の進展に伴い必要となる介護サービスとそのサービス提供にか
かる費用や介護保険給付準備基金の活用を検討し、基準保険料年額を74,400円とす
るなど、各所得段階の保険料を下記のとおり決定しました。
所得段階 対　　象　　者 保険料率 保険料年額

第1段階

◦生活保護を受給している人
◦世帯全員が市県民税非課税で老齢福祉年金を受給している人

※0.45 	 33,400円
世帯全員が市県民税非課税で、前年の課税公的年金等収入額
＋合計所得額が80万円以下の人

第2段階 世帯全員が市県民税非課税で、前年の課税公的年金等収入額
＋合計所得額が120万円以下の人 0.65 	 48,300円

第3段階 世帯全員が市県民税非課税であって、第1段階・第2段階以外の人 0.75 	 55,800円

第4段階 市県民税が課税の世帯員がいるが、本人が非課税で前年の課税
公的年金等収入額＋合計所得額が80万円以下の人 0.85 	 63,200円

第5段階 市県民税が課税の世帯員がいるが、本人が非課税で前年の課税
公的年金等収入額＋合計所得額が80万円を超える人 1.00 	 74,400円

第6段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人 1.20 	 89,200円
第7段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上200万円未満の人 1.30 	 96,700円
第8段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満の人 1.50 111,600円
第9段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上の人 1.70 126,400円

※第1段階については、公費を投入し、保険料率を0.5から0.45に軽減しています。
◎成人福祉課高齢者福祉推進室　℡内線551
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　男	 17,238	人	 （17,417人）
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世帯数	 13,822	世帯	（13,773世帯）
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出生	 23	人	 （17	人）
死亡	 47	人	 （47	人）
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障がい者のタクシー券・給油券について
◎成人福祉課障がい福祉推進室	℡内線546

▪対象 以下のいずれかの手帳をお持ちの方
①身体障害者手帳1級から3級（3級につい
ては視覚・下肢・体幹・移動機能障害に限
る）②療育手帳A③精神障害者保健福祉
手帳1級
※給油券については上記要件に加え障がい
を事由として自動車税（軽自動車を含む）の
減免措置を受けている方のみが該当します。
▪ところ 成人福祉課②窓口
▪持ち物 該当する手帳、印鑑、自動車税の
減免を受けていることがわかる書類（給油券
の場合）

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
◎新庄市年金事務所	 ℡22‐2050
　市民課	 ℡内線133・134

　20歳から60歳までの間は必ず公的年金
に加入することになっています。学生の方は、
ご本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される「学生納付

特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する
大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校および各種学校（修業
年限1年以上である課程）に在学する学生な
どの方です。
　また、学生納付特例の承認期間は4月から
翌年の3月までとなりますが、承認を受けた次
の年度も在学予定である場合は、4月始めに
再申請の用紙が届きます。引き続き学生納
付特例制度をご希望の場合は、必要事項を
記入のうえご返送ください。

わらすこ広場利用のお願い
◎新庄子育て支援センター	 ℡22‐5115

　当広場は、0歳から小学3年生までが利用
できます。
　未就学児は、必ず保護者同伴で利用して
ください。なお、託児は行っておりませんので、
けがなどがないよう楽しく遊んでください。
　子ども同士だけの利用は、衝突事故などを
防止するため、小学1年生～3年生までとして
います。また、緊急時のために連絡先の事▪

前登録をお願いしています。登録用紙は、わ
らすこ広場受付に用意してありますので、事
前の手続きをお願いします。
　小学1年生は、体力面や行動面において
注意が必要なため、8月までは、安全管理上
保護者の付き添いをお願いしています。

介護福祉士修学資金および
保育士修学資金の貸付について
◎県福祉人材センター：結城・渡部

℡023-633-7739

▪内容 両資金とも貸付内容は次のとおりで
す。月額5万円（年額60万円）、入学準備金
20万円、修学準備金20万円 ※すべて無
利子での貸付
▪募集人員	・介護福祉士修学資金	40名

・保育士修学資金	70名
▪申込期限 5月18日㈮	必着
※養成施設を通しての申し込みです。詳しく
は、電話でお問合わせください。

平成30年度自動車税（県税）の納税について
◎最上総合支庁税務課	 ℡29-1229

　自動車税の納期限は5月31日㈭	です。
　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁
税務担当課、コンビニエンスストアのほか、イ
ンターネットを利用してクレジットカードでも納
めることができます。忘れずに期限まで納めま
しょう。

県縦断駅伝競走大会に伴う
市役所駐車場の利用について

◎社会教育課	 ℡内線471・472

▪期間 4月27日㈮	12時30分～16時、28
日㈯	7時～9時
　期間中は、大会関係車両駐車のため、市
役所本庁舎前駐車場が利用できません。
　本庁舎裏駐車場（半面）または第二庁舎
駐車場をご利用ください。

スポGOMI in 新庄大会
◎市体育協会	 ℡23-1000

▪とき 4月29日㈰	受付9時30分、終了12
時予定

▪ところ 最上中央公園周辺
▪参加条件 3～5名／1グループ
▪申込締切 4月20日㈮

kaigoワンポイント無料相談会
◎グループホーム大手町	 ℡23-8080

▪対象 認知症状のケアにお悩みの方
▪とき 4月17日㈫	10時～15時
▪ところ グループホーム大手町3階ふるさと
ホール　▪内容 介護支援専門員・認知症
ケア専門士・看護師による認知症状への対
応に関するアドバイス
▪費用 無料 ※予約不要、秘密厳守

子育て支援者養成講座を開催します。
◎はぐぐみ保育園・阿部、岸	℡080-5552-7324

▪対象 20歳以上
▪とき 5月9日㈬～6月13日㈬計24時間
▪ところ スタイルハート内セミナールーム（本
町1番7号）
▪内容 相互援助活動を行うための講座
▪定員 10名
▪参加費 無料 ※テキスト代2,571円
▪申込締切 4月25日㈬ ※要電話申込

市民農園入園者募集
◎農林課農業振興室	 ℡内線269

▪とき 5月～11月　▪ところ 下西山地区
▪内容 区画面積：１区画約50㎡ ※印鑑持
参のうえ、農林課にある所定の申込書にて申
込。なお、申込多数の場合は抽選とします。
▪経費 １区画3,000円
▪申込締切 4月20日㈮

文化遺産　新庄まつりの歴史を知ろう
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

▪とき 6月7日㈭	①10時～11時30分、②
13時～16時　▪ところ ①わくわく新庄会議
室（事前学習）、②バスにて文化遺産めぐり
▪内容 新庄祭りの歴史学習とそれに関連
した文化遺産巡り
▪講師 三浦	和枝氏　▪定員 20名
▪参加費 1,800円（昼食付）
▪申込締切 5月31日㈭

▪持ち物 筆記用具、カメラ（必要な人）

わくわくデジタルカメラ初心者教室
◎わくわく新庄	 ℡23-0197

▪とき 6月9日～7月14日までの毎週土曜日
【全6回】14時～16時 ※6月29日のみ金
曜日（終日野外撮影会）
▪ところ わくわく新庄会議室
▪講師 戸塚	喜八氏　▪定員 15名
▪参加費 3,000円（全期間）
▪申込締切 6月2日㈯
▪持ち物 コンパクトカメラまたはデジタル一
眼レフカメラ、取扱説明書、SDカード（4～
8G程度）

女声コーラスかがやきコンサート
”大人のアレンジで楽しむ日本のうた”
◎市民文化会館	 ℡22-7029

▪とき 4月22日㈰	14時～
▪ところ 市民文化会館1階ロビー
▪内容 お茶を楽しみながら、なつかしい歌を
ご一緒に口ずさみましょう。
▪入場料 無料

合唱団の募集
◎市民文化会館	 ℡22-7029

　1981年に会館創立記念として、当時の
山形交響楽団とともに「第九」を初演し好評
を博しました。
　このたび、市民からの要望もあり、37年ぶ
りに市民文化会館において「第九」の演奏
会を開催する運びとなりました。つきましては、
山形交響楽団の演奏と共に「合唱団員」とし
て参加できる人を広く募集します。
▪対象 中学生以上で練習日程にほぼ参加
でき、12月本番の指揮者練習およびゲネプ
ロに参加できる人
※合唱経験の有無は不問。
▪とき 発会式：6月4日㈪19時～
※詳細は、当日説明
▪ところ 市民文化会館
▪定員 ソプラノ30名程度、アルト40名程
度、テノール15名程度、バス15名程度
▪参加費 一般5,000円（ベーレンライター
版楽譜含）、中高生は2,000円（楽譜代）

催しなど

新庄かど焼きまつり

▪とき 4月29日（日・祝）～5月5日（土・
祝）11時～16時まで（15時受付終了）
▪ところ 最上公園内「特設会場」
▪料金 前売券／お一人様2,000円（税
込）、当日券／お一人様2,300円（税込）
※座敷席希望の方は別途300円
◇お一人様セット内容／カド（大1尾）・花
見だんご・お茶・山菜のおひたし
▪その他 都合による不参加等、前売券
の払い戻しは行いません。雨天時の場合
は、セット内容現品をお渡しいたします。前
売券の販売は、4月28日㈯	までとなってお
ります。
◎新庄観光協会	 ℡22‐2340

産直まゆの郷「桜まつり」開催
▪とき 4月29日㈰	9時～18時
▪ところ 産直まゆの郷
▪内容 野菜・花・農産物の販売。大好
評の「焼きおにぎり」に加え、新庄の春の
風物詩「カド焼き」の販売も行います。「豚
汁」サービスあり。
◎産直まゆの郷	 ℡23-5007

「星空を紡ぐ」写真展
▪とき 4月7日㈯～5月31日㈭	
▪ところ 雪の里情報館1階雪国ギャラ
リー　▪内容 写真家森茂氏による写真
の作品展示
▪入館料 無料
◎雪の里情報館	 ℡22-7891

2月末現在
の新庄人
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◆工場直送精肉店 営業時間／11：30～15：00
◆憩いの立ち飲み屋 営業時間／17：00～20：30

新庄市沖の町２－２８
℡.0233-32-0531 日曜定休日

毎月第2・4 土曜日

鳥市
新庄駅前の鶏肉店『鶏や』にて開催！！

11：30～15：00

平成30年度～平成32年度の介護保険料が決まりました。
　市では、今後の高齢化の進展に伴い必要となる介護サービスとそのサービス提供にか
かる費用や介護保険給付準備基金の活用を検討し、基準保険料年額を74,400円とす
るなど、各所得段階の保険料を下記のとおり決定しました。
所得段階 対　　象　　者 保険料率 保険料年額

第1段階

◦生活保護を受給している人
◦世帯全員が市県民税非課税で老齢福祉年金を受給している人

※0.45 	 33,400円
世帯全員が市県民税非課税で、前年の課税公的年金等収入額
＋合計所得額が80万円以下の人

第2段階 世帯全員が市県民税非課税で、前年の課税公的年金等収入額
＋合計所得額が120万円以下の人 0.65 	 48,300円

第3段階 世帯全員が市県民税非課税であって、第1段階・第2段階以外の人 0.75 	 55,800円

第4段階 市県民税が課税の世帯員がいるが、本人が非課税で前年の課税
公的年金等収入額＋合計所得額が80万円以下の人 0.85 	 63,200円

第5段階 市県民税が課税の世帯員がいるが、本人が非課税で前年の課税
公的年金等収入額＋合計所得額が80万円を超える人 1.00 	 74,400円

第6段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人 1.20 	 89,200円
第7段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上200万円未満の人 1.30 	 96,700円
第8段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満の人 1.50 111,600円
第9段階 本人が市県民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上の人 1.70 126,400円

※第1段階については、公費を投入し、保険料率を0.5から0.45に軽減しています。
◎成人福祉課高齢者福祉推進室　℡内線551
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No.01 奥 山 峰 石奥 山 峰 石人間国宝人間国宝

無形文化財「鍛金」保持者

匠の技術が光る　端麗優美な銀の器




ものづくり の街 しんじょう

文字を

見やすく
しました

モリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

奥山峰石氏の作品の一部は
「ふるさと歴史センター」に展示中。

銀の一枚板から打ち上げて
作られた「ぐい呑み」。
それぞれ紅白梅と桜の繊細で
見事な装飾が施されています。

ものづくりの街しんじょう
　「雪とまつりのまち新庄」には、「ものづくりに長けている」
人が多いという特徴があります。それは、農業の閑散期
でもある積雪期に、手仕事で収入を得ていたという雪国
らしい文化が起因しています。
　そのため、新庄市出身者には非常に優れた感性を持っ
た芸術家や、創作意欲に溢れた市民団体、高い技術と品
質の製品を作り出すものづくり企業などが数多く存在し
ています。今年度は、そんな「ものづくりの街しんじょう」
に関わる人々を紹介していきます。

人間国宝・奥山峰石
　昭和12年生、市内泉田出身の奥山峰石氏。
　金属工芸の技法の一つである「鍛金」において活躍し、
平成7年に無形文化財保持者（人間国宝）に認定されま
した。当時の山形県では初の快挙でした。
　奥山峰石氏の作品は、銅と銀と金を合金した鍛造が
困難な【朧

ろうぎん

銀】を素材として、金属を叩いて
打ち上げる「鍛金」の技法を用いています。
一枚の金属板を叩いて成形するため、作品
によっては数カ月かかり、かなりの労力と
時間を要する根気との戦いになるそうです。
　作品の多くは、独特な発色の銀灰色
を示す端麗な器形で、「鍛金」では
困難とされる微細な装飾が施され
ており、日本古来の高度な伝統
技法と奥山峰石氏自身の斬新
な感覚が映し出されています。
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